
瑞穂鯱城会 会則
第一章（総 則）

第１条 本会は、瑞穂鯱城会（以下「本会」という）と称す。

第２条 本会の事務局は、会長宅に置く。

第３条 本会は、名古屋市瑞穂区内に居住する（入会後、瑞穂区外に転居する場合は限定されない）

名古屋市高年大学鯱城学園の卒業生のうち、名古屋市高年大学鯱城会（以下「鯱城会」という）

および本会に入会した者で構成する。

第４条 本会は、会員相互の親睦と、鯱城学園で学び得た知識と経験を生かし社会福祉の増進に

寄与すことを目的とする。

第５条 本会は、前条の目的を達成するため、次の活動をする。

（１）会主体行事の企画運営

（２）会員相互間の連絡調整

（３）鯱城会および他の区会との連携

（４）その他、会の目的達成に必要なこと

第二章（会員）

第６条 第３条に該当し、本会入会金￥2,000、および年会費￥1500（内\300 は鯱城会分）を納入した者を

会員とする。但し、納入済みの入会金および年会費は、理由の如何を問わず返還しない。

第７条 本会は、会員が会の名誉や信用を傷つけ、また損害を与える行為があったときは、除名処分とする、

第三章（組織と役員）

第８条 本会は、第５条の事業を企画、具体化し運営を円滑に行うため、図 1 に示す組織と、次の役員

（会長、委員長、幹事）をおく

（１）会長 ：１名 ―――本会を代表して会務を統括し、鯱城会の代議員となる。

なお、会長は総務委員会所属とする。

（２）委員長 ：２名 ―――総務委員会／ボランティア委員会の職務を分担し、会長を補佐し、会長事故

あるときはその職務を代行する。

（３）幹事 ： 複数名―――総務、会計、広報、ＨＰ、行事、ネットワーク管理、ボランティア、鯱城会の

職務を分担し、会長、委員長を補佐する。

なお、鯱城会幹事は総務委員会所属とする。

過去に会長／委員長経験者であっても、その経験を活かし幹事として活動する。

第９条

（１） 役員の任期は 1年とし、再任は妨げない。但し、本会から選任される鯱城会幹事の任期は 2年

とする。

（２） 役員は、全会員から互選で選出する。但し、原則として卒業２年次からｎ年次より選出する。

（n=最大 10 程度）

第１０条 役員がその業務執行に支障を生じたときは、速やかに後任者を選出する。その任期は、前任者の

残任期間とする。

第 11 条 役員の選出方法は、別途（内規に）定める。

第四章（学園卒業後、１年次の新入会員（以下新入会員）の位置付け）

第１２条

（１）新入会員は、総務／ボランティア委員会のいずれかに所属する。

（２）新入会員は、本会の方針／運営方法などを理解するために、定例会議（役員会議・連絡協議会）

および委員会の構成員として出席し、且つ、所属する委員会メンバーと一緒に活動する。

但し議決権は有しない。

（３）新入会員は、２年次以降、８条に準じて役員として活動する。

第五章（協力員）

第１３条 本会に所属する同好会の責任者／代表者を協力員と称する。

第１４条 本会に所属する同好会は別途（内規に）定める。



第１５条 協力員の任期は、１年とする。ただし、再任は妨げない。

第１６条 協力員は、会長の要請があったときは連絡協議会に出席して、会務について発言することができる。

ただし、議決権は有しない。

第１７条 協力員は、本会の活動に積極的に協力し、推進する責務を有する。またその活動結果を本会に

報告する義務を有する。

第六章（会 議）

第１８条 本会の会議は、総会、定例会議（役員会議・連絡協議会）および委員会とする。

(１) 総会は年１回４月に開催する。ただし、会長が必要と認めたときは会長が召集することができる。

(2) 定例会議は、会長が必要と認めたとき開催する。

役員以外の出席者は、会長が必要と認めた者とする。

(3) 役員会議は役員（会長、委員長、幹事）、新入会員によって、構成する。

(4) 連絡協議会は、役員と協力員、新入会員によって、構成する。

(5) 各委員会は、委員長が必要と認めたとき開催する。

第七章（行 事）

第１９条 本会は、次の行事を行う。

（１）会報刊行、HP 制作

（２）社会見学会 ―――――同好会と協力して実施する。

（３）作品展

（４）ボランティア活動

（５）同好会活動

（６）懇親会 ―――――同好会と協力して実施する。

（７）その他

第八章（会 計）

第２０条 本会の運営は、入会金・年会費・助成金・寄付金・雑収入などをもってする。

第２１条 本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日とする。

第２２条 会長は会員の中から会計監査２名を指名して、年度末監査を行う。

第２３条 入会金および年会費は、年度当初に本会が徴収する。尚、年度途中の新入会者は入会時に徴取

する

第九章(情報管理)

第２４条 会員情報（名簿）は、関係法令に基づき厳重に管理する。

第十章（定めのない事項）

第２５条 本会則に取り決めのない事項が生じたときは、役員会議で審議し決定する。

第十一章（会則の改定）

第２６条 本会の会則改定は、役員会議において、その定数の３分の２以上の同意を必要とする。

付則（会則の施行）

本会則は、平成２年５月９日から施行する。

本会則は、下記の日付をもって改定施行された。

平成１２年２月１８日、平成１８年１月１日、平成１９年４月１日、平成２１年４月１日、平成２３年４月１日、

平成２４年４月１日、平成２8 年４月１日、平成３１年４月１日から改定施行された。

本会則は、令和４年４月１日から改定施行する。



図 1 瑞穂鯱城会の組織・構成 令和 4年 4 月 1 日 規定

〇 瑞穂鯱城会 役員選出方法の内規

令和４年４月１日 規定

会則第 8条および第１１条、12 条により、以下を定める。

１．定数 役員の定数は、複数名とする。

会長 1名、総務委員長 1名、ボランティア委員長 １名、

幹事は、総務・会計・広報・ＨＰ・ネットワーク・行事・ボランティア、鯱城会幹事等 必要数

２．選出方法

卒業２年次から ｎ年次の役員の選出方法は、原則として次のとおりとする。 （ｎ：最大＝１０）

（１）会長および、総務委員長・ボランティア委員長は、卒業３年次からｎ年次より、任期１年以上を経過した

幹事から選出する。

（２）総務委員会幹事／ボランティア委員会幹事／鯱城会幹事は卒業２年次からｎ年次より選出する。

（３）筆頭委員長は、総務担当とする。

３ 承認

役員の選出は、総会で承認を得るものとする。

〇 瑞穂鯱城会同好会の基準内規

平成２８年２月１６日 規定

会則第１４条により、以下の通り定める

１ 本会が定める同好会

同好会の人たちが集まり活動する団体を言い、本会の会員が主体活動をしているものとする。

又、本会はその活動内容に規制を及ぼすものでは無いが、その会を代表する責任者は瑞穂鯱城会の会

員でなければならい。

２ 本会に所属する同好会の承諾

（１） 新設の同好会は責任者より活動計画の報告を受け、その内容確認した上で承諾する。

（２） 既存の同好会は毎年４月の役員会までに活動計画を報告する。
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ボランティア委員会
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各委員会は委員長と幹事（必要数）からなる。

過去の会長／委員長でも役割を持った幹事として活動する。

懇親会、行事

について

共同作業とする


